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1. はじめに 

本書は、RT ミドルウェア上で動作する RT コンポーネント「環境情報入力コンポーネント」の使い

方について説明します。 

 

2. 概要 

環境情報入力コンポーネントは、環境情報構造化プラットフォームに接続し、データ要求コマン

ドを送信して、サーバからのデータを受信します。また、受信したデータを外部コンポーネントへ出

力します。 

 

3. 開発・動作環境 

環境情報入力コンポーネントの開発・動作環境を示します。 

OS Ubuntu 10.04 WindowsXP SP3 

開発ツール gcc 4.4.3 (Ubuntu 4.4.3-4ubuntu5) Visual C++ 2008 Express Edition 

使用ライブラリ OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE 

ツール eclipse（RTSystemEditor にて使用） eclipse（RTSystemEditor にて使用） 

表表表表    1111    開発開発開発開発････動作環境動作環境動作環境動作環境    

4. 制限事項 

環境情報入力コンポーネントの制限事項は以下となっております。 

� 本コンポーネントは、平成 18 年度科学技術振興調整費による「科学技術連携施策群の効果

的・効率的な推進」の一環として実施された「施設内外の人計測と環境情報構造化の研究」の

成果である、環境情報構造化プラットフォームより、データを受信するためのコンポーネントで

す。環境構造化プラットフォームについての詳細は、下記 URL を参照ください。 

環境情報構造化プラットフォーム ： http://www.irc.atr.jp/ptStructEnv/index-j.html 
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5. 環境情報入力コンポーネントの使用方法 

5.1. 起動準備 

本章では、環境情報入力コンポーネントの使用方法を、テストコンポーネントを使って説明します。

コンポーネントの起動準備 

Windows，Linux ともに、コンポーネントの起動は『図１ コンポーネント ディレクトリ構成図』

の【任意のディレクトリ】で行ってください。 

【任意のディレクトリ】  （モジュール起動ディレクトリ） 

｜ 

├ InEnvInfo  （環境情報入力コンポーネント） 

├ rtc.conf   （コンフィグファイル） 

└ InEnvInfoTest  （テストコンポーネント） 

図図図図    1111    コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント    ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ構成図構成図構成図構成図    

1) 接続 

RTSystemEditor を起動し、各コンポーネントを次の図のように接続します。 

 

図図図図    2222    コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント接続接続接続接続図図図図    

2) 起動・設定 

実行前に、下図に示す InEnvInfoComp コンフィグ設定項目の IPAddress と Port 欄を、環

境情報構造化プラットフォーム指定のものに変更してください。 

その後、右クリックメニューから All Activate を選択します。 
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図図図図    3333    コンポーネントコンフィグコンポーネントコンフィグコンポーネントコンフィグコンポーネントコンフィグ画面画面画面画面    

 

5.2. コンポーネントの実行 

コンポーネントを実行すると、テストコンポーネント『InEnvInfoTestComp』を起動しているタ

ーミナル上に、環境情報構造化プラットフォームから受信したデータが下図に示すように表示さ

れます。 

この値を変更 
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図図図図    4444    InEnvInfoTestCompInEnvInfoTestCompInEnvInfoTestCompInEnvInfoTestComp 実行画面実行画面実行画面実行画面    

 

以上 


